
ZEN大学研究費に関するコンプライアンス教育および啓発活動ならびに研究倫理教育の実施計画 
 
 

ZEN大学（以下、「本学」という。）では、「ZEN大学研究活動上の不正行為及び研究費の取扱いに係る不正行為の防止等に関する規程」第
６条第２項に定めるコンプライアンス教育及び啓発活動並びに研究倫理教育の具体的な計画（以下、「実施計画」という。）を以下のとおり
策定し、この実施計画に基づきコンプライアンス教育および啓発活動ならびに研究倫理教育を実施するものとする。 
 
 

区分 コンプライアンス教育 啓発活動 研究倫理教育 

対象者 研究費の運営・管理に関わるすべての
役員並びに教職員及び研究協力者 （研
究活動に関わる学生を含む） 

本学に所属する全ての者 研究活動を行うすべての役員並びに教
職員及び研究協力者（研究活動に関わ
る学生を含む） 
 

目的 研究費の使用ルールやそれに伴う責
任、どのような行為が不正に当たるの
かなどを理解すること 

不正を起こさせない組織風土を形成す
るために、不正防止に向けた意識の向
上と浸透を図ること 

学問的良心に基づき自由に研究活動を
行うために知っておかなければならな
い行動規範、成果の発表方法などの研
究倫理を身につけること 

実施内容・方法 １）研究費執行に関する学内説明会の
実施 
２）公的研究費の取扱い等に関する教
育の実施（日本学術振興会 研究倫理 e
ラーニングコース（e-Learning 
Course on Research Ethics［eLCoRE
］の公的研究費の取扱いの単元を受講

１）学内サイトを活用した啓発活動の
実施（随時） 
２）監査結果に基づく注意喚起 

日本学術振興会 研究倫理 eラーニング
コース（e-Learning Course on 
Research Ethics［eLCoRE］）を受講
する。 
（公的研究費の取扱いの単元を含む） 



する。受講頻度・時期、修了要件、受
講の管理・報告は研究倫理教育に準ず
る。） 

受講頻度・時期 ・学内説明会は年１回以上 ー １）別途指定された期日までに受講
し、以降、原則として３年ごとに再受
講すること。 
２）教材の見直し等を行った場合や文
部科学省等の配分機関からの通知等に
より、受講時期を変更することがあ
る。 
３）他機関で類似の研修を受けた場合
は、その修了証の提出をもって代える
ことができる。 

修了要件 学内説明会においては、受講後に実施
する理解度を図るアンケートにおいて
一定の基準に達すること。 

ー 日本学術振興会 研究倫理eラーニング
コース（e-Learning Course on 
Research Ethics［eL CoRE］）を修了
すること。 

受講の管理・報告 学内説明会について 
１）理解が十分でなかった者へは理解
を促す。 
２）コンプライアンス推進責任者は、
最高管理責任者及び統括管理責任者に
対し、毎年度末にコンプライアンス教
育の受講状況を報告するものとする。 

ー １）受講者は、上記で定めたプログラ
ムの受講後、速やかに修了証を研究倫
理教育責任者に提出しなければならな
い。 
２） 研究倫理教育責任者は、最高管
理責任者及び統括管理責任者に対し、



３）コンプライアンス教育の内容につ
いて、定期的に点検し、監事、不正防
止計画推進部署と連携し、必要な見直
しを行う。 
 
 

毎年度末に研究倫理教育の受講状況を
報告するものとする。 

未受講者への対応 研究費の受給・執行の申請を認めない ー 学内研究費を交付しない 
外部研究費は配分機関のルールに従う 

 
令和７年４月１日制定 
統括管理責任者 


